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　　　　　　　　　　　　　　　　石黒以津子

　　　　　

　今年が自分にとって実り豊かな年となるかどうかは、誰も断言できない。しかし、この新しい年を自分がどのように取り組んでいくかによって、この一年をかなり形づけることができる。年の初めというのは何か新しいことを思い切って始めてみるのに、絶好の機会だ。誰でもこれまでしたいと思っていながらも、出来なかったり、始めるきっかけを逃したものが、幾つかあるはずだ。今年こそ、その中から一つだけ選び、実行してみよう。この年に対する自分の思い入れが大きければ、大きいほど､感慨深く､また充実感に充ちた年とすることができるであろう。
　私事であるが、昨年これまで念願だったことの一つを始めてみた。大げさなものでなく、ほんのちょっとしたことであるが、自分の中で長年温めつづけてきた思いが強いものであっただけに、それを始めたことが、結果として、自分自身の活力源となり、仕事面にも私生活の面にもそれまで以上に張りができた。まさに水面に投げ込んだ一つの小石が幾つもの波紋を作り出すように、一つの決断がもたらした相乗効果の
大きさに驚いている。これまで何とも思わなかったことすら、素敵に感じられるから不思議だ。それと同時に自分が楽しく、幸せ感を味わっていられる時には、自分をとりまく周りの人たちにも普段以上に優しく、愛情を持った接し方が私なりにできるようになったと感じている。
充実感を感じられるを日々を送るということは、心身ともに健康を保つための一番の秘訣であろう。他人にとっては何でもないものであっても、それが自分にとって最高のものであれば、ぜひ､それを始められることをお勧めしたい。きっとあなたもそれを実行することからくる相乗効果の大きさに驚かされることであろう。

思い切って始めてみて「何だ､こんなに毎日の生活に張りが出来て楽しくなるんだったら、もっと早くから始めていればよかった。」と思われることだろう。誰しも、新しいことを始めるには勇気と決断が要るものだ。一つの決断が、その後の生活に良い影響を及ぼすことになるとしたら、何か新しいことを始めてみる価値は充分にある。　一人ひとりが充実感のある生活を送ることは、周りの人達にもプラスのエネルギィーを振り撒き、彼らとの関わりにも良い影響を及ぼすであろう。
　これまでの人生を振り返り、自分がやってみたいと思っていながら実現しなかったことを思い浮かべ、その中で一番実現可能で尚且つ、充実感を味わえそうなものをなものを一つ選び、まず実践してみよう。きっとあなたに、新鮮で、張りのある生活をもたらししてくれることと確信する。
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『大人』と『子供 』
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　増田　譲治　　　　　　　　　　　

[image: image5.wmf]  ２００３年、早いもので２１世紀も３年目に
入りました。皆さんの今年の目標は何でしょ
うか？　私の今年の目標は『大人』になるこ
とです。なぜそのように思ったかと言うと、ある時、私が恩師から『大人』と『子供』の見
分け方を教わったときに言われたのが､「子供
は好き嫌いで行動し、したいことだけをしているからすぐに分かる、しかし大人はしたくないことでもすべきことをしている」と言われました。　私はその点、好きな事だけをして、嫌なことをいつも避けているので、つくづく自分は子供だなと感じるのです。ある外国人が日本は１億総『子供』の国であると痛烈な批判をしたことがありました。その真意は日本人は経済的には世界をリードするだけの素晴らしい能力があるのに、精神的に自立している人が少ないという意味だそうです。私たちはそういう中傷に対し、世界に汚名挽回をしていく必要があるような気がします。
　小学生の算数のテストで、次のような問題が出されました。「りんごが４つあります。これを３人で分けると、あまりはいくつになりますか？」　正解は１ですが、ある子供が「０」と答えました。　当然、答案には×を貰いました。現代は「１」と回答した子供だけが受け入れられ､「０」と回答した子供は切り捨てられる時代です。

　しかし、この答案を見たお母さんが、「な

んでこんな簡単な問題が解けなかったの？」と

聞きました。子供は、「４個のりんごを３でわ

けたら、余った１つは誰かにあげようと思った

の」と言いました。お母さんはその気持を大いに誉め、×がついた答案に大きな花マルをつけ直してあげました。

　知識に富み、単に学校の勉強が出来るだけでなく、心豊かな思いやりや、創造力に満ちた子供たちを育てていくのはこのような豊かな心を持った『大人』の親だからです。そしてそのように育った子供も同じように『大人』の親になると心豊かな子供を育てていくのです。そのためには生き方を説明、説教するのではなく、そのように自らが生きていると、まわりに生きた影響を与えるからです、なぜなら人は聞いて頭で理解できても生き方は変わりません､人の性格や生き方が変わるのは、それを生きている人を見て変わるからです。

　最後に数年前、東京都主催の小学生作文コンクールで優勝したある５年生の女の子の素晴らしい『大人』と『子供』を考えさせられる作品を紹介します。題名は　｢お父さんと日曜日」。

　私のお父さんは左官屋で、毎日、朝早くから夜遅くまで働いています。私はお父さんとゆっくり話をすることがありません。この間、学校で宿題が出ました。日曜日にお父さんと遊んだこと､話した事を書くのです。今日は日曜日です、宿題のことは３日前にお父さんに話しておきました。日頃話をしないので、私は楽しみにしていました。

　今朝､お父さんを見に行くと､寝ている枕もとに洗面器がおいてありました。昨日の夜お酒を飲みすぎたようです。お昼になって起きてきたので､　私はお母さんを手伝ってお父さんの好きな食べ物を作りました。けれども、お昼御飯はお茶と水しか飲まず、すぐに横になってテレビを見始めました。私は何をしてお父さんと遊んだらいいのかわからないので　｢近くの公園に行こう｣　と言ったら､　｢いまは頭が痛いからあとで｣と言われました。仕方ないのでお父さんが元気になるまで待つことにしました。そのうち、近所のおじさんが遊びに来ました。お父さんはピョンと飛び起きて、うそのように元気な顔で話し始めました。そして、競馬に行くと言って二人で笑いながら出て行ってしまいました。私はちょと悲しくなりました。お父さんは夜遅くなってやっと帰ってきました。大声で笑っていましたが、家にあがるとすぐに横になっていびきをかき始めました。私はあわてて起こそうとしましたが、お母さんからとめられました。私の宿題は出来ませんでしたが、いつもよく働くお父さんが、遊んで楽しかったのだから、今日は良い日曜日だと思いました。
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＜7つの習慣＞のコースが２月２５日から２７日まで３日間にわたり株式会社フランクリン・コヴィー・ジャパンの新里聡（しんざと・さとし）講師を迎え日本人人事部訓練啓発課の一番教室で開講いたします。訓練コース案内には第一の習慣から第七の習慣の要約を載せましたが、今回は具体的にワークショップの講習内容（７つの習慣の普遍の基礎原則とその概念）と新里聡講師のプローフィールを紹介します。
 ＜7つの習慣＞は、注目すべき普遍の基礎原則を中心に組み立てられています。組織を構成している個人に焦点をあて、組織の効果性を高めるというインサイド・アウトのアプローチをとっており、個人から組織へ効果的な変革の実現を目指しています。＜7つの習慣＞を学習し、日々実践することにより以下の事柄を成し遂げることができるようになります。
· 自分自身をより深く理解し、人生の目標を持つことにより影響力のあるリーダー及びマネージャーになる。
· 実証された原則を実践することで効果性を高め、パフォーマンスを向上させる。
· 人と協力することで高いレベルの満足感を得、燃え尽き症候群から脱する。

· 組織のミッション/ヴィジョン/価値を展開・明確に伝達する。

· 顧客を明確に理解し、顧客のニーズを効果的に満たす。

· 自分の生活にバランスをもたらす。

＜７つの習慣＞ワークショップでは｢三人による学習｣、｢信頼残高｣、｢感情移入の傾聴｣といった概念を紹介します。｢三人による学習｣とは、自分が学習したことを第三者へ教えることで深い理解をもたらすという考えです。三人の学習では、人に教えることで学習した概念をよりよく理解し、自分の経験などを交えることでより深く自分のものにおとしこみ、更に発展させていくことができます。

コースでは三人の学習を実践、応用することで重要な原則の理解を促します。｢信頼残高｣では、人間関係やチームワークにおいて信頼が、いかに重要で大きな影響を及ぼすかを学習します。健康的で重要かつ長期的な人間関係はすべて信頼に基づいています。真の効果性を追求するためには明確なコミュニケーションが不可欠と

なります。｢感情移入の傾聴｣においては、相手
に自分が理解されているとわかってもらうという、実に簡単で力強い感情移入の傾聴のスキルを習得します。オープンなコミュニケーションが行われることで信頼や尊敬の気持ちが高まり、期待値が明確になり、チームワークやモラルが向上し、フラストレーションから開放され、辞職率の低下が期待されます。

　

新里聡講師の経歴は、琉球大学・法政学科卒業。ユタ・ヴァリ・ステイトフィルム大学（米国）で演劇及びフィルムを専攻。ブルガムヤング大学大学院卒業、教育学リーダーシップ修士。大学時代から教育学及びリーダーシップを研究し、そのころから、７つの習慣の社会的価値を認識し考察を深めてきた。米国の二大学（ブルガムヤング大学、ミドルベリー大学）にて教鞭をとり、非常に厳しいといわれるアメリカの大学で実施されている生徒からの評価でも、７ポイント中６．９ポイントをマークするほどの実力の持ち主です。現在の文化庁主催リーダーシップ研修の講師や日経ビジネス工学院非常勤講師を務めるなど教育界におけるリーダー育成に力を尽くしており、教えることに関しては非常に経験豊富です。７つの習慣セミナーにおいてもその豊富な教育経験と南国沖縄育ちの親しみやすさを活かし、自称｢沖縄の星｣として活躍中です。
　彼の教育への信条は｢今を輝いて生きる未来人となれ！身につくまでは努力せよ！｣｢自他ともに人を人として大切にする心を忘れない（努力中）。｣｢穏やかに、健やかに、明るく、爽やかに生きる。｣などです。

 プロフェッショナル事務管理者養成講座を終えて
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ビール友川裕子


プロフェショナル事務管理者養成講座が１１月１８日から２２日まで５日間にわたり各事務所のMLC/IHA従業員事務管理者１５名の出席を得て終了しました。１５名の出席者がこの講習会に望んだ理由は次に上げられます。

· 基地内だけでなく、一般的なプロフェッショナルとしての話を聞きたい。

· １７th ASGからUSA Garrison, Japanの

ようにOrganizationがどのように変わったのか知りたい。

· １０年前とどのようにコレスポンデンスやマークスなどが変化したのか知りたい。

· 基礎的な知識を学びたい。例えば書類などがちゃんと作成出来るようにスタンダードを学びたい。ファイリングなど（FYごと何年保管出来るかという規定）出来るようになりたい。

· 運営の仕組みと組織図や部隊名を知りたい。

· 陸軍の構成と軍で使われているアブリビエィションを知りたい。

· 仕事上どうしても必要なので。
· 軍の仕事をしてまだ新米なのでいろいろな事務処理に時間がかかる、このトレーニン
グを通して自信をもって迅速に処理できるようになりたいから。

これからも事務管理者に効果的に、効率よく事務処理をして頂くために電話応対のスキルも踏まえた講義内容にして行きたいと思います。

さてPreparing and Managing Correspondence, AR 25-50が平成１３年3月5
日に改定された内容をいくつかお知らせます。

1. Endorsementsの作成は不必要になりました。

2. MARKS Numberはもう記入不必要です。

3. MEMORANDUM FORのContinuation Line (Second line)はLeft margin から引き続きタイプします。

4. Addressの順序の変更が生じています。

5. The POC の略語(アブリビエィション）は 使用出来ます。

詳細をお知りになりたい方は平成１５年３月２４日から２８日に予定されている講習会に出席してください。またこの講習のテキストをほしい方は電話またはEメールでお知らせください。

 電話：２６３－７３６０

　e-メイル：Yuko.Beale@zama.army.mil


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　担当者：石黒以津子　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　電話：２６３－７３５９
ボランティアの先生
電話番号
レベル
曜日
時間
場所

ヤスミ　リエンドウ(休講中）
263-3140
初級
火
1200-1245
Camp Zama, S102　Room-D202

イヴァン ピレット
263-8082
初－中級
水
1145-1230
Camp Zama, N250(JED)

Torii Conf Room

ロジャー リエンドウ
263-2800
中級
木
1200-1245
Camp Zama,S102　Room-D206

ジョン サリバン 
263-3215
初級
金
1200-1245
Camp Zama, S102　Room-D202

デビィ　カレポニ　
263－4852
初―中級
火
1700-1830
Camp Zama, S102　Room-D202

リック スコーク
263-3955
初級
木
1700-1830
Camp Zama, S102　Room-D202

チャールズ ホプキンス

ルイス オルドナ
263-3133
263-5463
中級
木
1700-1830
Camp Zama, S102　Room-D207



                                                                                                                                                                                   氏家　みどり

11月26日（火曜日）、VIDコンファレンス・ルーム、Bldg125、キャンプ座間において第一回TOEIC　IPテストが行われました。受験者数は当初の予想をはるかに上回り、午前中に39名、午後は38名の計77名となりました。問題はリスニング（45分間/100問）と、リーディング（75分間/100問）からなっておりました。途中休憩を挟まず2時間通して行われたせいか、テスト終了後には多くの受験者が疲れた様子でした。
 TOEIC　IP（トーイック・アイピー）とはTest of English for International Communication　Institutional Programの略称で、英語によるコミュニケーション能力を幅広く評価する世界基準のテストであり、企業､団体、学校等で採用されています。企業では、主に自己啓発や英語研修の効果測定、社員の英語能力測定などの目的で利用されています。 

    　　　　　　　　　第一回TOEIC IPテストの平均点：　受験者数77人 
　　　　　　　　　　

セクション１(リスニング)
セクション２(リーディング)
トータル・スコア

最高スコア
495
480
975

最低スコア
155
30
195

平均スコア
375.6
287.5
663

　　

　　　　　　　　　　　　　　　　スコア分布：　受験者数77人

TOEIC
スコア
レベル
評価（ガイドライン）
第1回
スコア分布

860－990
A
Non-Nativeとして十分なコミュニケーションが出来る。
23％

730－860
B
どんな状況でも適切なコミュニケーションが

できる素地を備えている。
19％

470－730
C
日常生活のニーズを充足し、限定された範囲以内では

業務上のコミュニケーションが出来る。
38％

220－470
D
通常会話で最低限のコミュニケーションができる。
17％


E
コミュニケーションができるまでに至っていない。
3％

今回受験した方は､この結果をひとつの目安として今後のスキルアップに役立て､各職場でより良い人間関係を築き、仕事の能率をはかって下さい。また、今後一人でも多くの皆さんにTOEICIPテストを受けていただけることを願っています。



　
　TOEICを受けて
　　　　　　　　　　　田村みどり

　　　　　　　　　 　78th Signal Battalion 

　生まれて初めて受けたTOEIC。終えてみての素直な感想は、“もう2度と受けない！”。自分の実力を棚に上げてこう言うのも何ですが、あのテストは実力は勿論のこと、いかに集中力＆記憶力に優れているかの一言に尽きると思います。集中力が欠けてく
るにつれ問題は長く難しくなってくるし､解答欄は間違えるしと、漫画でいう顔に筋を何本も入れて冷や汗たらしているチビまる子状態だった私。年をとってからの挑戦は無謀だったかと悲観にくれたあの日。でも事前にちゃんと勉強すればそれなりに結果の出るテストなんだろうなと思います。いい経験をさせて頂いたと、結果はともかくとして、とても感謝しています。これから受験を考えている方！睡眠不足、満腹には要注意です！




昨年12月に行われた講習の受講者からの感想文です。まだ､監督者の立場で

この講座を受講されておられない方は､次回4月14-18日の講習にぜひご参加下さい。

  　　講座の後半でコミュニケーションやセクハラなど、良い人間関係を作る為の技術を学びましたが、なかなかうまくいかないのが現状です。人間は感情の動物。意見のぶつかり合いや、相違が埋まらない事が多々あります。(それはそれで自然な事で、だからこそ人生面白いという面もあると思っています）その中で、最終的に最も良い結果を導き出すのが監督者の役割であるのでしょう。又、他の職場の方々とお近づきになり、皆さんもそれぞれの職場で、いろいろ苦労されているのがわかりました。この講座をきっかけに、お互い少しでも良い職場環境が作れたらと思います。

　　        　　座間警備隊：　義澤良広
　あらゆる角度から構成されたクラスで、それまではまるで知らなかったことなども、解りやすく説明されていて、現場での業務にも充分､反映できるのではと思いました。一緒に受講した人の中には、すでに自分が中心になって監督業務が進んでおり、いろいろな問題に悩んでいる方もいましたが、監督者の権限や義務の範囲がある程度認識でき、又、現場での業務の参考になり、心強く思えたのではと思います。これからもこのような有意義なトレーニングの機会が多くの従業員に提供され、それぞれの現場が円滑に流れるようになることを願います。

　　　　　　                   　
　　　　　　　　　　　　相模原警備隊：　寒河江健　
皆さん今日は、私は航空自衛隊の定年退職者で、キャンプ座間で、すでに９年間お世話になっている高齢従業員です。この講座は還暦を過ぎた高齢者が受講する講座なのか疑問に思う人がいるかも知れません。しかし、私には大変有意義な講座でありました。年齢が若く、職務の異なる人々と同じ土俵で同じテーマを議論するのは、日本社会、官庁だったら高齢者にこのような機会を与えてくれなかったでしょう。上司の米国人は何のためらいもなく受講を推薦しました。日米の文化の違いというよりも、日本人と米国人の心の若さの差かもしれません。特に役立った講座は、コミュニケーションのとり方で、早速､家族に応用しています。私は今後も若さを失わず、又、無理せずに自然体でやっていこうという気持になりました。この講座の成果は大きいと思います。
　　　　　５００TH MI GRP ASD： 阿部信行
普段オフィス中に閉じこもりがちである私が中間管理職という共通の悩みを持った方々と、意見を交換し、交流をもてたことで、自分の視野が広がったような気がしました。そして、自我状態を知ることで、良き監督者になるために、自分に足りない要素、具体的な解決方法が解り、これからの仕事、人間関係に大いに役立つと思います。また、最後に自分がどのように人の目に映っているかという一言を、参加者全員と石黒先生に頂き、大きな励みになりました。ありがとうございました。
                   座間ロジング:　大塚裕子



今回参加した講座のリーダーシップとはについてですが、私は実際にまだ経験が浅いので、まだ以前とさほど変わりはありません。実際、私が今までの経験でめぐり合った上司の方は女性の方が多くて、自分も女性で同じなのですが、感情で表すことがわりと多いので、冷静に対処することが私には欠けていると思います。今回の講座に参加してみて思ったのですが、男性の方が多くて、やはり自分に欠けているところがあると思いました。自分の感情を抑えるのがまだまだ私には不足しているので、直せていければいいと思っています。あと参加した皆さんのお話をもっと聞ければよかったと思いました。
　東京ハーディー・バラックス：笠原恭子
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当講座を受けてみて、一番感じたのは、グループやペアを組んでのディスカッションの多さでした。　初めて会った方々ばかりでなかなか慣れず苦労しました｡　しかし、それをする事がこの講座の意味だと思います。規則もいろいろ教わりましたが、「職場の人間関係」、「コミュニケーション」の時間は大変で貴重な経験の場ではないでしょうか。「相手に対して最初から否定的なことは言わない」、「叱る時も3つ誉める」すぐに実践するには難しそうですが、素晴らしい事です。4日間教わったことを思い出しながら、良い監督者になれるよう、努力していきたいと思います。有り難うございました。
 　       相模デポ警備隊：　高橋二郎
今回のトレーニングを受けて思ったことは、私にとって大変ためになるトレーニングだったと思いました。私が今まで知らなかった新しいポジションの作られ方や、有給休暇や軍休、またフォアマンとして部下にどう接したら良いかなど、今後の仕事に対して大変役に立つものでした。本当にこのトレーニングを受けてよかったと思います。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　座間ロッジング：小林まこ
私はまだ監督者になって一ヶ月位で、部下に対してどのように接して良いか自信が有りませんでしたが、この講座を受講して少しではありますが、自信が持てたように思えます。特に､全講座を通してみんなと話し合いを持つ場面が多くありましたが、その中で積極的に自分の意見を発言しつつも、相手の意見を取り入れてまとめるという事が、普段ではなかなか体験できない事なので有意義でした。人それぞれが､いろんな違う意見をもっている、それを自分がリーダーになってまとめていく難しさを体験しました。この体験を生かして､部下の意見を積極的に聞き、自分がリーダーシップをとって､より良い職場環境を築けたらと思います。

                                                           　　　　　　　　　　　　　横浜警備隊：　長岡秀樹　　
今回、監督者トレーニングに参加して､その役割を勉強しました。中でも職場における人間関係、部下に対して言いにくい事を言わなくてはならないし、上司に対しても部下の意見を伝えなくてはならない。中間に位置するのが監督者であるが、人間関係においては、数字のように明確な答えがあるわけでもなく、人の個性を見極めた上で、コミュニケーションをとらなければならない。コミュニケーションをとることがいかに難しいか、今回のトレーニングで学びました。自分の伝えたい事を相手に理解してもらうのがどれほど難しいか、相手の意見を自分がどれだけ理解して聞けるか、どちらにしても一生懸命に人の相手をするのがコミュニケーションの上手なとり方だと思います。
 　　　　　　　　  座間警備隊：前島丈児

4日に及び最新のマネージメント技法を懇切にご指導いただき感謝致します。小生64歳にして学徒として机に向かうのは、人生これが最後かと感慨に浸りつつ勉強させて頂きました。今後の職務遂行や又生きていく上での多くの指針を得ましたが、中でも、1)より良い人間関係のための具体的な話術、否定も肯定もしないでいて相手の気持、状況を受容するやり取り。2)理想とする上司の発表において多くの若い参加者が、自分の親や配偶者をあげていたこと：ジェネレーション・ギャップを感じ、何が彼らをそうさせたのかを考えさせられた。3)コミュニケーション技法で5分間でエッセイを読み要旨を相手に伝える訓練：興味深い題材を選んでおられ印象深く、同時に又、この文や話の大意を把握する訓練は、実社会で役立つ能力開発と思われたなど、大変参考になりました。又、学生相互の人物評価は、おお！というほど心を揺さぶるものがありました。このような適切な教育を実施されました石黒課長はじめ訓練課の皆様に感謝と敬意を捧げます。
　　　　　

　　　　　５００TH MI GRP ASD： 神谷寿浩




先ず、最初に何よりも良かったことは違う施設で働く同職の方々と同じ時間を過ごしたことです。普段は話す機会がないですから、それだけでも充分に価値ある講習だったと思います。講習内で特に興味を抱いたのは、人間関係についてです。色々な手段で自分を客観的に見ることが出来ましたし、相手に対応する手段なども学べました。これからは少しでも、生かす場面があればと思っています。　あとセクハラですかね、詳しいところまでは分かりませんが、外観は理解したと思います。さすがに休みを挟んで4日間は辛かったですが、終わってみれば、良かったことが多くありました。お疲れ様でした。
　　　　　　　相模デポ警備隊：吉田勝利

二等辺三角形の尖った積極的な性格の私ですが、4日間の講座を前に気が重かった。いったい、どんな講義をやるんだろう？　不安を少し抱きながら、初日をを迎えた。いきなり自分の名前の書いたカードを持って約20秒間無言で前に立たされ、それを出席者が見て「第一印象を書く」ということをやった。　その後もレクチャー、ディスカッション、プレゼンテーションの繰り返しで、不慣れなことを立て続けにこなし、講座の内容は盛りだくさん。普段何気なく行っている仕事上の行為や話し方、はたまた規則など．．．知らないで、又無責任に過ごしてきたことを認識できました。又自分自身を知る上でも大変有意義な講座でした。スタッフの皆さんに大変感謝。中でも、厳しくしごいてくれた訓練啓発課長の石黒以津子さんに感謝。どうもありがとうございました。

                    横浜警備隊：山部洋一

私はこの講座を受ける前は、まだ監督者として、どう有るべきか､自覚もなく、深く考えたことさえ､有りませんでした。この講座を受けて､　とても新鮮で、刺激的なことばかりで監督者としての意識がしっかりと芽生えました。中でもコミュニケーションでは、人と人との関わりを、相手を知るには絶えず、充分な話し合いを持つことが大切だと教えていただきました。今回、基礎講座で、学んだ事をすぐにでも職場や私生活に積極的に取り入れていきたいと思います。そして責任感と指導力のある監督者を目指し、日々、向上心をもって努力していきたいと思います。

　　　　　　　　　横浜警備隊：山野裕治
今回の訓練に参加して、講師と参加者の熱心な態度から感じたことは、監督者としての資質のなかで、人間性が占める割合が大きいということである。もとより職場とは、監督者であれ、一般従業員であれ､多用な背景と性格を有している者達から成る集団である。任務の遂行にあたり、仕事上の技術的知識に加えて、監督者には、集団の志気を維持し高める役割が期待されている。監督者が、単に従量的な任務達成で満足しているだけであるならば、職場の士気向上にいかに寄与することができるであろうか。人間の集団である以上、志気の高低により、組織の実力は大きく異なってくるであろう。また、監督者が、低い道徳的基準しか持ち合わせていないとすれば、上司と部下との間に立って、どうして深い信頼関係を築き得ようか。自らを律することが出来ない者が､果たして他者を律することができるのであろうか。講義にもあったコミュニケーション技術は、人間関係の円滑な維持に役立つものであるが、それは手段であって、良いコミュニケーションから生み出されるものこそ重要である。職場においては、それは高い志気であり、また互いの信頼感の醸成でもあろう。それらは組織の力の源泉ともなり得る。人間性とは他者との関わりの中で磨かれるものであり、それは自然石が研磨されて、美しい宝石となるようなものである。自らの至らなさを省みつつ、この訓練を通じて再認識した、人間性の重要さを心に留めておきたい。
         ５００TH MI GRP ASD:  簔口昌明
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私が今回トレーニングを受けた感想としては、自分がこれから監督者という立場で仕事をしていく上で、職場での人間関係が一番大切だと思いました。トレーニングを通して人間は色々なタイプがあることを知り、そのタイプ別に態度や言動をそれぞれ変える必要があることを学びました。部下への注意などをするときに「３つ誉めて、１つ叱る」方法など、職場で部下や上司と良い関係を作っていかなければならないので非常に今回のトレーニングは参考になりました。 
　　　　　　　　　　　　　相模デポ警備隊：鶴田泰之


初めはこんなに漢字の多い講座は、つまらなく難しいと思い出席する前は、少し緊張していましたが、初日からとても興味のわく内容で、私の日常業務以外にフォアマン職というのはカウンセラー的な仕事も必要で、私はまだまだ小物だなと気づかせてもらいました。クラス中の老若男女、皆真面目にシュミレイションに参加し、問題に取り組み、同時に他人や自分の見つめなおしも出来たようです。もっともっと掘り下げればいくらでも広がることをコンパクトに且つ、的確にまとめたとても役立つ講座でした。もう一度、受けたいと思っているのは私だけではないはずです。

　　　座間MWR　ウエアハウス：斎藤恵子
監督者啓発基礎講座を受講するまでは､安

易な考えで慣れない環境での4日間の憂鬱さ

が先走る気持でしたが、受講時間の経過と共に、監督者としての重要な役割、知識を学んだことで、改めて見直すと自己意識、規律管理、職場での配慮など、至らない自分が従事していたのかと痛感し、また、参加された人たちの威風堂々とした姿勢に圧倒されました。講習を受けたものを機会に糧として、役立たせ､精進できたらなと思います。講師の皆様、関係者方々、大変お世話になりました。
　　　　　　 　　　　　　　　 　　　　　　　　　座間警備隊：守屋啓太　

　

　監督者講習会は職場だけでなく、人生、生きていく上においても、人としてどうあるべきか、接するべきか、大変勉強になりました。今、私のおかれている立場、上司と部下とのパイプ役として円滑に楽しく仕事が出来るようにするには、仕事の知識、普段の人間関係の重要性を痛感しました。だのに今、私は不摂生がたたり、病院のベットの上です。自分の健康管理も出来ない未熟さ、そのために部下に迷惑をかけてしまって申し訳なく思っている次第です。このマイナスをプラスに出来るように、皆の力を借りて頑張って行きたいと思います。楽しい講習会でした。ありがとうございました。

　

　　　　　　　座間ゴルフ場：　羽田瑛子

　胃痙攣の痛みの中、感想文を書いて送って下さってありがとうございました。このニュース・レターが発行されている頃にはいつもの笑顔で、職場の皆さんと和気あいあいで、お仕事をされていることと思います。

私が特に印象に残っている項目は「コミュニケーション・ギャップ」というものです。こんな質問がありました。「ペーパークリップを少し頂戴」と言われたら＿位渡しますか？　私は、「2、3個渡します」と答えたら、皆にケチだと言われました。「何で？」と自分は思ったけど、ある人は必要な個数を聞いてから渡す。またある人は箱ごと渡すと答えました。こんなに考え方に違いがあるのかと正直びっくりしました。コミュニケーションは、意思伝達するのに最も大切な手段だと思います。コミュニケーションを良くすることで相手のことが良く解かってくるはずです。コミュニケーションが良くとれている職場であればギャップは少なくなると思います。あなたの職場はコミュニケーションはとれていますか？
　　　　　　　　　　　　座間警備隊：　佐藤貴之
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講習担当者としての感想を一言、

　今回は監督者になられて日の浅い方々が多く受講されました。監督者として知っておかなければならない知識、情報、監督者としてあるべき姿、またこれから部下をどう指導していくか等、皆さんの積極的な取り組みのお陰で、充実した良い講習を行うことが出来ました。今回はMWR、DCA、PMOという３つの部隊からだけの参加者でした。それだけに同じ部隊に属する同じ立場の者として、それぞれの課題に、熱の入った討論が繰り広げられました。性格別対応の仕方の実践演習では大いに笑い、チームワークを活かしての作業でした。

　問題が起きたら、先ず、今回の仲間に相談するのも良いでしょう。この講習で学んだことを基盤として、参加者２２名がそれぞれの良さを活かしたチーム作りをされるように応援しています。　　
　　　　　　　　　　　　　　訓練啓発課


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

英語のイキイキ擬音語・擬態語　（AE Active English 1999年6月号より抜粋）　　 
基本行動編
食べる/ eat:  Nancy eats French food once a week
　　　　　　　ナンシーは週に一度フランス料理を食べる。

むしゃむしゃ食べる/ munch:  
Can you stop munching those chips for a minute?  

ポテトチップスをむしゃむしゃ食べるのを、ちょっとの間やめてくれない？
もりもり食べる/ eat heartily or eat like a wolf :

After a day of hiking, we all ate heartily at dinner.

一日ハイキングをした後だったので、私達は皆、夕食をもりもりたべた。

ガツガツ食べる/ eat greedily or eat like a pig:
When the children discovered the pies, they all ate greedily.

子供達はパイを見つけると、全員でガツガツ食べた。

飲む/ drink:  What would you like to drink?
　　　　　　　何をお飲みになりたいですか？　　　　　　　　　　　
ゴクゴク飲む/ gulp :
The marathon runner quickly gulped some water.

マラソンランナーは、急いで水をゴクゴク飲んだ。

ちびちび飲む/ sip:
Kate isn’t  much of a drinker – she usually just sips at a glass of wine.  

ケイトはそんなに大酒飲みではない、彼女は大抵グラス一杯のワインをちびちび飲むだけだ。

眠る/ sleep: I didn’t sleep very well last night. 

　　　　　　　私は昨夜、あまりよく眠れなかった。
スヤスヤ眠る/ sleep peacefully:
The baby is sleeping peacefully right now.

赤ん坊は今ちょうど、すやすや眠っているところだ。

うとうと眠る/ doze off:
I dozed off during class, and the teacher woke me up.

私は授業中にうとうと眠ってしまい、先生に起こされた。

ぐうぐう眠る/ be sound asleep:
We were sound asleep and didn’t hear the telephone ring.
私たちはぐうぐう眠っていて、電話が鳴ったのが聞こえなかった。

歩く/ walk:  I walk to work every morning.
　　　　　　　私は毎朝、歩いて仕事に行っている。
すたすた歩く/ walk hurriedly:
I saw Helen downtown, walking hurriedly into an office building.

へレンがすたすた歩いてオフィスビルに入っていくのを、私は繁華街で目にした。

ぶらぶら歩く/ stroll: 
We strolled through the park, enjoying the warm sunshine.

暖かい日差しを浴びながら、私たちは公園をぶらぶら歩いた。　

よろよろ歩く/ stagger:
After the dog bit him, he staggered home bleeding.
犬にかまれた後、彼は血を流しながらよろよろ歩いて家に帰った。

よちよち歩く/ toddle：
The baby toddled to its toy bear.

赤ん坊は、おもちゃのクマに向かってよちよち歩いた。

働く/ work:  I work at a travel agency.
              私は旅行代理店で働いています。                

バリバリ働く/ work hard：
Carol is now working hard as an editor.

キャロルは今、編集者としてバリバリ働いている。

のろのろ働く/ work sluggishly:
Matt works so sluggishly that he always misses deadlines.

マットはあまりにのろのろ働くので、いつも締め切りに間に合わない。

しゃべる：speak & talk:
He speaks like a politician.

彼は政治家のような口調でしゃべる。

Mike and I talked on the phone for three hours last night.

昨夜マイクと私は、電話で3時間しゃべった。

ペラペラしゃべる / speak fluently　(流暢に話す) & 

　　　　　　　　　chatter (せわしなくおしゃべりする )：

I didn’t know you spoke Italian so fluently.

あなたがイタリア語をそんなにペラペラしゃべれるなんて、知りませんでした。

All they do is chatter – they don’t work at all/

彼らはペラペラしゃべってばかりで、ちっとも働かない。

ボソボソしゃべる / mumble：
He mumbled his name, so we couldn’t hear it.  

彼が自分の名前をボソボソと口にしたので、私たちには聞き取れなかった。

見る / look：  Steve looked at the figures and said they were correct.
　　　　　　　　スティーブは、算出結果を見て、それらが正しいと言った　　　

ちらちら見る / glance：
I glanced out the window just as my friend was passing by.

友達が通り過ぎようとしたちょうどその時、私は窓から外をちらちらみた。
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